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１．はじめに 
 本研究は，日本の新幹線の変遷と新幹線網の発達をたどり，私自身のこれまでの新幹線
体験を集大成することを目的とする。 
 「新幹線の変遷」では，新幹線車両の移り変わりを文献やウェブページをもとにしてま 
とめる。「新幹線網の発達」では，新幹線駅の整備や，実際の運行の様子を検討する。 
「新幹線の秘密」では，新幹線の車両基地と鉄道博物館の状況をまとめる。とくに，大
阪・名古屋・大宮の日本の三大鉄道博物館には実際に足を運び，新幹線がどのように展示
され，どのようなことが説明されているのか調査する。また，東京や仙台に行ったときの
東海道新幹線・東北新幹線の乗車をはじめ，これまでに自分が新幹線に乗った体験を省察
する。感じたことをまとめ，自らが撮った写真を用いて，日本に住む撮り鉄の人々にも手
伝ってもらい，新幹線の現状を明らかにする。 
 
２．新幹線の変遷 ―新幹線と私 
 これまでの新幹線の車両の変遷を表１のようにまとめてみた。写真１は 1964(昭和 39)
年の開業以来長年活躍した 0 系である。最高時速 210km/h，東京―新大阪間を 4 時間での
運行だった。以来，新幹線車両は時代の最先端技術を総結集させ，現在，東海道新幹線の
主力として活躍している N700 系(写真２)は最高時速 300km/h，東京―新大阪間を 2 時間 25
分で結んでいる。 
 
 
写真１ 新幹線 0 系車両           写真２ 新幹線 N700 系車両 
2008(平成 20)年 11 月 26 日(水)        2013(平成 25)年 12 月 30 日(月)  
新神戸駅にて田井祐介撮影          熊本駅にて村田葉月撮影 
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表１ 新幹線の型番（系）と使用列車と運行区間 
型番
（系） 営業年間（年）使用列車 運行区間
最高速度
（km/h）
0 1964-2008 ひかり／こだま 東海道新幹線山陽新幹線 220
200 1982-2013
あさひ／たにがわ／とき
やまびこ／なすの
あさま
上越新幹線
東北新幹線
長野新幹線
210
100 1985-2012 ひかり／こだま 東海道新幹線山陽新幹線 230
300 1992-2012 のぞみ／ひかり／こだま 東海道新幹線山陽新幹線 270
400 1990-2010 なすのつばさ
東北新幹線
山形新幹線 240
E1 1994-2012 Maxとき／Maxたにがわ／MaxあさひMaxやまびこ／Maｘあおば
上越新幹線
東北新幹線 240
1997- こだま 東海道新幹線山陽新幹線 285
1997-2009 のぞみ 東海道新幹線山陽新幹線 300
E2 1997-
やまびこ／なすの
あさま
とき／たにがわ
はやて
東北新幹線
長野新幹線
上越新幹線
秋田新幹線
275
E3 1997- つばさ／やまびこ／なすのこまち
東北新幹線
秋田新幹線 275
E4 1999- MaxたにがわMaxとき
東北新幹線
上越新幹線 240
700 1999- のぞみ／こだま／ひかり 東海道新幹線山陽新幹線 285
800 2004- つばめ／さくら 九州新幹線 260
N700 2007- のぞみ／ひかり／こだまさくら／みずほ／つばめ
東海道新幹線
山陽新幹線
九州新幹線
300
E5 2011- はやぶさ／はやてやまびこ／なすの
東北新幹線
秋田新幹線 320
E6 2013- スーパーこまち／こまち 東北新幹線秋田新幹線 320
500
 
出所：ＪＲ／私鉄 鉄道車両図鑑（http://www.uraken.net/rail/alltrain/shin.html）より筆者作成 
? 2 ?
３．新幹線網の発達 ―私と新幹線― 
(１)新幹線網 
 現在，開業している新幹線は図１のように東海道，山陽，東北，上越，山形，秋田，長
野，九州の新幹線である。北は青森，南は鹿児島まで運行している。2015(平成 27)年には
北陸新幹線の長野―金沢間，2016 年(平成 28)年には北海道新幹線の新青森―新函館間が開
業予定であり，その後も広がりを見せている。 
 
(２)駅の整備 
日本の新幹線には，2014(平成 26)年 1 月 1 日現在，106 の駅がある。表２は東海道・山
陽新幹線で営業中の駅の一覧である。 
 東海道・山陽新幹線の駅の構造は，基本形である中線通過型 2 面 4 線が多い。その形式
には，プラットホームの両側に線路が接している島式と，プラットホームの片側のみが線
路に接し，ホームを向かい合わせにした相対式がある。 
東海道新幹線の多くの中間駅は，新横浜と京都が島式，その他の駅は相対式としていたが，
豊橋，岐阜羽島，米原の 3 駅は事故列車の収容，保守基地への入出区のため，上下線いず
れかの乗降場を島式としている。基本形以外の形式は，東京と新大阪の両ターミナル駅，
車両基地への回送線を設置した名古屋と三島である。そのほか，地形的制約のある熱海は
2 面 2 線である。2003(平成 15)年 10 月，列車本数の増加に伴い，車両基地回送線による東
京駅着発列車の制限を回避するため，品川に 2 面 4 線形式の新駅が開業した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 日本の新幹線網 
(2012 年 6 月現在) 
出所：川辺謙一(2012): 
『新幹線運行のメカニズム』講談社, 
p.149 より筆者作成 
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表２ 新幹線の駅一覧 
路線 駅
始発駅から
の営業キロ
東海道新幹線　 東京 0.0 1964年 昭和39年 10月 1日
品川 6.8 2003年 平成15年 10月 1日
新横浜 28.8 1964年 昭和39年 10月 1日
小田原 83.9 1964年 昭和39年 10月 1日
熱海 104.6 1964年 昭和39年 10月 1日
三島 120.7 1969年 昭和44年  4月25日
新富士 146.2 1988年 昭和63年  3月13日
静岡 180.2 1964年 昭和39年 10月 1日
掛川 229.3 1988年 昭和63年  3月13日
浜松 257.1 1964年 昭和39年 10月 1日
豊橋 293.6 1964年 昭和39年 10月 1日
三河安城 336.3 1988年 昭和63年  3月13日
名古屋 366.0 1964年 昭和39年 10月 1日
岐阜羽島 369.3 1964年 昭和39年 10月 1日
米原 445.9 1964年 昭和39年 10月 1日
京都 513.6 1964年 昭和39年 10月 1日
山陽新幹線 新大阪 552.6 1972年 昭和47年  3月15日
新神戸 589.5 1972年 昭和47年  3月15日
西明石 612.3 1972年 昭和47年  3月15日
姫路 644.3 1972年 昭和47年  3月15日
相生 665.0 1972年 昭和47年  3月15日
岡山 732.9 1972年 昭和47年  3月15日
新倉敷 758.1 1975年 昭和50年  3月10日
福山 791.2 1975年 昭和50年  3月10日
新尾道 811.3 1988年 昭和63年  3月13日
三原 822.8 1975年 昭和50年  3月10日
東広島 862.4 1988年 昭和63年  3月13日
広島 894.2 1975年 昭和50年  3月10日
新岩国 935.6 1975年 昭和50年  3月10日
徳山 982.7 1975年 昭和50年  3月10日
新山口 1027.0 1975年 昭和50年  3月10日
厚狭 1062.1 1999年 平成11年  3月13日
新下関 1088.7 1975年 昭和50年  3月10日
小倉 1107.7 1975年 昭和50年  3月10日
博多 1174.9 1975年 昭和50年  3月10日
営業開始年月日
 
出所：『JR 時刻表 2013 年 2 月号』交通新聞社より筆者作成 
 
山陽新幹線では，地形的制約のある新神戸を除き，中間駅は 2 面 4 線形式で，岡山，広
島，小倉，博多が島式，その他は相対式を基本としていた。 
 
４．新幹線の秘密 ―私の新幹線― 
（１）鉄道博物館 
・交通科学博物館（大阪市・港区）2012(平成 24)年 8 月 18 日(土) 
 1962(昭和 37)年に大阪環状線の全線開通を記念して開館し，1987(昭和 62)年の国鉄の民
営化の後は JR 西日本が主として経営し，多くの鉄道ファンに親しまれていた。が，2016(平
成 28)年春に京都にある現在の梅小路蒸気機関車館を拡張して新たな鉄道博物館を建設す
ることが決まり，大阪の交通科学博物館は 2014(平成 26)年 4 月 2 日をもって閉館すること
が決定された。 
館内は第 1 室から第 7 室まで構成されており，建物の内と外に車両が展示されている。
鉄道だけでなく交通機関全体を対象とし，バスや船，飛行機も取り扱っている。  
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展示車両のなかでも，ひと際目を引いたのは新幹線の 0 系車両であった。展示されてい
る車両は開発された初期のものである。この車両では，運転室に入ることができ，運転士
になったかのような気分になれる。 
新幹線メインの博物館ではないので新幹線に関する展示は比較的少ないように思えた
が，蒸気機関車や在来線の展示も多くされており大いに楽しめる施設であった。 
 
・鉄道・リニア館（名古屋市港区）2012(平成 24)年 9 月 19 日(水) 
 現在の東海道新幹線をメインに，在来線から超伝導リニアまでの展示を通じて「高速鉄
道技術の進歩」を辿る内容で，鉄道が社会に与えた影響を経済，文化の視点から学ぶこと
ができる。 
 展示されていた新幹線車両は 300 系，100 系，0 系，そして奥には「ドクターイエロー」
とよばれる 922 系が展示されていた。0 系には食堂車もあり，中に入ることができた。100
系には 2 階建て車両もあり，その中に併設されていた食堂車も見学することができた。 
 展示車両のまわりの壁面には新幹線の運行や安全が保たれている仕組みが映像や実物に
よって展示されていて学ぶことができた。新幹線のほかにも数多くの蒸気機関車や在来線
の特急列車が展示されていた。 
 
・鉄道博物館（さいたま市大宮区）2013(平成 25)年 8 月 24 日(土) 
この鉄道博物館は 2007(平成 19)年 10 月 14 日に開館した。鉄道の全般を扱う博物館と
して 2013(平成 25)年 8 月現在，開業以来累計 600 万人もの人々が来場している。3 階建て
の大規模なフロアには多くの車両や資料が展示されている。展示は鉄道ができた明治時代
から始まっており，新幹線は「新幹線の誕生」というフロアに展示されていた。 
 東北新幹線で活躍した 200 系車両があった。大阪と名古屋の博物館にはなかった JR 東日
本の車両であった。200 系は対雪のために作られた車両であり，台車の下のスノウプラウ
のことなど，工夫が記されていた。0 系のカットモデルや 0 系車両が展示されていて，運
転席や乗車席に入って座ることもできた。 
 新幹線自体の展示は少なかったが，寝台特急を牽引するディーゼル車など鉄道ファンに
はたまらない展示が多々あった。 
 
（２）乗車体験 
・2012(平成 24)年 8 月 3 日(金) 新神戸～仙台 
 陸上競技部の全国教育系大学選手権が宮城教育大学開催のため，新幹線で仙台に向かう。
新神戸を 8 時 46 分発の「のぞみ 4 号」東京行きに乗車した。車両は N700 系(写真３)だっ
た。自由席に乗車したが，夏休みということもあり席は空いてなかった。新大阪で降車す
る人が多く，新大阪で座ることができた。そこからは周りに立つ人がいることはなく定刻
の 11 時 33 分に東京に到着した。 
 東京 12 時 08 分発の「やまびこ 137 号」仙台行きに乗車する予定だったが，折り返しの
上り列車が大宮駅でトラブル発生のため，発車が大幅に遅れ，12 時 28 分に出発した。車
両は E4 系(写真４)だった。遅れは少し取り戻したものの完全には戻らず，14 時 36 分に仙
台に到着した。仙台が 5 日から七夕まつりを控えていたせいか乗客が多く，人気のある 2
階席はほぼ満席であった。私たちの乗った下の階は東京駅を出発したときは多少の空席は
あったものの仙台に着くときにはほぼ埋まっていた。 
どこの駅でも，先頭車両を写真におさめようとする鉄道ファンや，家族連れ，小学生く
らいの子どもがカメラを構えており，気がつくと，私もその仲間に加わっていた。 
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写真３ 新幹線車両 N700 系             写真４ 新幹線車両 E4 系  
2012(平成 24)年 8 月 3 日(金)          2012(平成 24)年 8 月 3 日(金) 
新神戸駅にて撮影               東京駅にて撮影 
 
５．おわりに  
本研究で明らかになったことは，新幹線には，戦前の「弾丸列車計画」に始まり，日本
の鉄道に携わるすべての人々の情熱と大いなる希望が託されてきたことである。 
 大宮と名古屋と大阪の鉄道博物館に行ったときに強く印象を受けたのは，鉄道の歴史を
語る上で外すことができないのが新幹線であって，戦争で元気を失った日本が徐々に元気
になる象徴として新幹線は紹介されていたことであった。 
どの鉄道博物館でも，新幹線 0 系車両が必ず展示されており，そこにはいつも多くの人
だかりができていた。小さな子どもはもちろん，30 代から 40 代のお父さんや，老若の鉄
道ファンなど年齢層も実に幅広く，新幹線が時を越えて日本の人々に愛されていることを
身をもって感じることができた。 
本研究のフィールドワークとして乗った新幹線は，小学生のころに乗った記憶からする
と大幅に便利でとても速くなっており，新幹線車両の進化をリアルタイムに体験すること
ができた。また，新幹線に新神戸駅から乗ると自由席は空いてないことが多く，いつも乗
客で一杯なことから，新幹線は 1964(昭和 39)年の開業以来 50 年たった今でも，人を運ぶ
大動脈として働き続けているのだと改めて認識した。 
 新幹線は常に進化を続けている。その大きな理由は，私たち乗車客が安全で，便利に，
快適で，早く目的地に着くことができるサービスを追い求めてきたからだ。その結果が今
日の新幹線の隆盛につながり，これからの新幹線の開発につながっているのである。 
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